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運用ガイドの
発行にあたって

　赤外線サーモグラフィは、遠隔から非接触・非侵襲に体表面の温度分布を可視化表示できることから、集団の中から疾病により発熱し

ている人をスクリーニングする目的で、これまで空港検疫における水際対策等に効果的に使用されてきました。

　日本赤外線サーモグラフィ協会（ITA）では、かねてから赤外線サーモグラフィを正しく利活用いただくための情報発信に努めてまい

りましたが、このたび「発熱者スクリーニングサーモグラフィの運用ガイド編集委員会」を組織し、赤外線サーモグラフィを用いた発熱者

スクリーニングを正しく運用していただくために必要な基礎知識を、ハードウェア・ソフトウェアの両面から検討し、発熱者スクリーニン

グサーモグラフィの運用ガイドを編集・発行することになりました。

　本運用ガイドの目的は、赤外線サーモグラフィによる温度測定の原理を知っていただき、正しい基礎知識のもとに発熱者スクリーニ

ングを正しく運用していただくことであり、特定の装置、体表温計測・表示の機構、あるいは測定部位を推奨または排除するものではあ

りません。装置の特性、測定原理、測定に及ぼす影響因子等に関する正しい知識のもとで、正しく運用いただければ、より効果的な発熱

者スクリーニングを行っていただけることを、赤外線サーモグラフィを利活用いただく皆様にご理解いただきたく存じます。

発熱者スクリーニングサーモグラフィ運用ガイド　編集委員会

特別顧問・監修　小柴　賢洋
　委員長　阪上　隆英

　昨今の新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大により、その用途は空港検疫だけでなく、多くの人が集まる医療機関、学

校、公共施設など、様々な場所での発熱者スクリーニングに拡大しています。これに伴い、発熱者スクリーニングのための多種多様な

機器が数多く市場に出回るとともに、発熱者スクリーニングを必要とする使用者も、赤外線サーモグラフィによる温度測定の原理、正

しい使用法、誤差要因、適用限界等に関する基礎知識を持たないまま、誤った使い方をしているケースも散見されており、混乱が生じか

ねないとの不安の声も聞かれます。
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物体から放射する
赤外線エネルギー

対象

赤外線エネルギー量を
温度に換算

サーモグラフィー

サーモグラフィの測定原理

温度表示
（熱画像として表示）

表示
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●サーモグラフィとは？

1. はじめに

赤外線は目には見えない光（電磁波）として、すべての物体表面から放射されています。そして、その赤外線の放射エネ

ルギー量は、温度が高いほど多く、温度が低いほど少なく放射されるという性質を持っています。サーモグラフィは、こ

の赤外線と温度の関係性を利用して、物体の表面から放射される赤外線を、赤外線センサでキャッチして、その放射エネ

ルギー量から温度に換算した熱画像分布として可視化表示する装置です。

非接触で安全に、また、測定したい範囲を素早く測定

できるので、発熱と疑わしい人のスクリーニングには

効果的です。ただし、人をサーモグラフィで見た時、測

定されるのは体の表面温度で、体温ではありません。

最近では、体表温度（体の表面温度）から体温を推定す

る機能を搭載した、スクリーニング専用サーモグラフィ

が数多く製品化されていますが、正しい温度測定のた

めには、出荷前などに実施される基準となる赤外線源

（黒体炉）を用いた大切な温度校正作業が、サーモグラ

フィには求められます。
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1. はじめに

●体表温度（体の表面温度）と体内温度の違い

体の温度は、体の内部の温度である深部温度（中枢温度・核温度）と、体の表面の温度である体表温度（皮膚温度）に分

類されます。

体内の重要な臓器の温度を一定に保つことは生命の維持に重要であるため、温度は制御されています。暑い、寒いと

いった環境温度や、体内の熱の産生状態が変化したとき、体表温度を変化させることによって深部温度がほぼ一定の温

度になるように調節されています。 このため、体表温度は一定ではなく環境因子と生体因子によって大きく変化します。
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2. サーモグラフィの基礎知識

●測定に影響を与える環境の３大要素

サーモグラフィによる温度測定では、測定対象を取り巻く環境からの影響により、測定対象表面の温度を正しく測定でき

ない場合があることに注意が必要です。以下では、注意すべき主な要因について解説します。

気温（外気温・室温）
接している空気の影響により、体表面の温度は変化します。体温より低い空気に接すると、体表面から熱エネルギーが

奪われ、徐々に冷やされるのです。一方、猛暑日の体表面は体温より高くなることがあります。鼻、耳介、手、額など、空気

に触れやすい部位ほど、影響を受けやすくなります。また、空調された室内においても、温度差には注意が必要です。25

～27℃が最適といわれています。

風
気温による体表温度の変化は、風の影響をうけて促進されます。風が当たりやすい部位の体表面温度は、風の影響を受

け、外気温に近くなりますので、正常者と発熱者の区別がつきにくくなります。したがって、スクリーニングは、風の影響

を受けない場所で実施する必要があります。

日射・照明
サーモグラフィは、対象物表面から放射される赤外線エネルギーを測定して温度計測します。太陽のような高温の物体
は、体表面で反射する赤外線エネルギーの影響が大きくなるため、体表面温度測定に影響を及ぼします。直射日光の当
たらない場所で計測してください。また測定視野内に、太陽や照明などの赤外線光源やその反射が入らないよう、測定
方向にも注意が必要です。
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2. サーモグラフィの基礎知識

●その他　測定に影響を与える環境や外的因子

湿度・発汗
水は赤外線を透過しないため、水蒸気や水分を透しての計測は避けてくださ

い。また、高湿度環境では、発汗作用による体表温変化にも注意が必要です。相

対湿度60％程度が最適といわれています。

髪・髭
血の通っていない毛髪の温度は体温と大きく異なります。測定時には、毛髪の

影響を受けないよう注意が必要です。

眼鏡
透明に見えるガラスやプラスチックは、赤外線を透過させないあるいは透過させ

にくいため、眼鏡やフェイスシールド越しでは、正確な温度計測は出来ません。

マスク
マスク着用時に隙間から出る自分の呼気は、当たった個所の体表面の温度を変

化させます。

サーモグラフィの熱画像
（眼鏡、マスクをつけて、前髪を下した状態）
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2. サーモグラフィの基礎知識

●事前に確認しておくべき仕様

• サーモグラフィは、基準となる赤外線源（黒体炉）という設備を使い、基準となる赤外線源の温度と放射される赤外
線の放射強度を何パターンも覚え込ませることで温度が測定できるようになります。

• 温度精度とは、サーモグラフィの基準となる赤外線源（黒体炉）に対する不確かさ（測定された値と本当の値の差）を
示した値です。

• 一般的なサーモグラフィの温度精度は、高性能サーモグラフィでも±1～2℃です。

• 簡易的な基準となる赤外線源を画面内に映し、補正することで温度精度を高めることが可能です。

• 何℃の温度差まで見分けられるかを示す値です。

• 見分けられる最小温度差は、画像のノイズの大きさと関係しており、この値が小さいほど鮮明な画像が撮影できるた
め、温度精度や発熱者を見つけるための検出精度が向上します。

測定温度の確からしさ：温度精度（絶対温度精度、温度指示精度）

見分けられる最小温度差：温度分解能（最小検知温度差、NETD、雑音等価温度差）
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測定距離と測定範囲および最小面積の関係 
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2. サーモグラフィの基礎知識

●事前に確認しておくべき仕様

• サーモグラフィで温度測定できる大きさには制限があり、測定対象物から出
る赤外線をレンズを通して結像される画像の大きさが小さくなると測定精
度などで示された確からしさでの測定ができなくなります。

• 温度測定ができる最小の画像の大きさは、サーモグラフィに用いられてい
るセンサの性能（解像度、画素数）で決まります。

• 温度測定ができる最小の画像の大きさに対応した測定対象部分の大きさは、
サーモグラフィに用いられているレンズと測定距離で決まります。

• 測定距離が遠く顔が小さく映っている状態では、測定したい部分の画像の
大きさが最小の画像の大きさに比べ小さくなるので、温度精度や発熱者を
見つけるための検出精度が低下します。

• 精度良く測定するには、測定距離を近くするなど、顔をなるべく大きく映すことが重要です。

• サーモグラフィに用いられているセンサは、動くものに追従する能力が低いため、サーモグラフィの近くを歩いて通過
しながら測定する場合は注意が必要です。

• 走りながら通過したり、画面を近距離で横切るような場合は追従できない場合があります。
• ウォークスルー測定の場合は、人の進行方向に向かってやや斜めにカメラを設置し、カメラに向かってゆっくり歩行する
人を映すようにします。

温度測定ができる最小面積：空間分解能、解像度、画素数、測定距離

動くものの温度測定の確からしさ：フレームレート、熱時定数
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3. 運用・測定の注意

●設置場所

• サーモグラフィ装置は、直射日光にあたらない、風の影響を受けない場所に設置してください。 

• 施設の入り口に設置される場合は、なるべく施設の内部側に設置するようにしてください。（パーティションで遮蔽すれ
ば、正確なスクリーニングにとって、より効果的です。）

• 測定する対象者が適切な環境条件（室温26±1℃など）に馴れること（馴化）で安定したデータを得ることができま
す。馴化を考慮した設置場所は、正しいスクリーニングに有効です。馴化時間は15～20分を目安に考えてください。

• 例えば、病院は感染により重症化する患者も多い施設です。そのような患者の多い病棟や外来の入り口にも設置す
れば、病院施設の入り口から移動する時間に馴化ができ、より正確なスクリーニングになります。測定する対象者や

施設の状況は一律ではないことを再確認し設置場所を選択してください。

直射日光と風を避け、
じゅんか

馴化できる設置場所は正確なスクリーニングに有効です。
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●測定する部位

• サーモグラフィ検査は画像診断であり、その長所を生かし温度分布を確認する方が正し
い判定に近づきます。温度を測っている部位を確認して、アーチファクト（汗やヒト以外の
熱源などの影響）を除外し、正しいスクリーニングに近づくためには、画面表示は可視像
に体表温度と、正常か異常かの結果だけが表示される画面ではなく、サーモグラフィ画
像が表示された画面で確認することが重要です。

• 額
額は健康な人の体表温度を測るには便利ですが、発熱している人を測るのにいつも適
しているとは限りません。毛髪や汗などの影響を受けやすいため注意が必要です。

• 内眼角内側
眼の内側と鼻の根元の間の部位で、海外のガイドラインで推奨されています。ただし、
解像度の高いサーモグラフィ装置が適しており、立ち止まって、眼鏡を外して測定する
必要があります。

• 顔の最高温度部位
体内の発熱を反映している部位なのか、日射・照明、熱源、局所の炎症反応や基礎疾患な
どの影響を受けていないかなどを確認しないと間違った判定をすることがあります。

温度を測っている部位はサーモグラフィ装置によって違います。

温度分布を確認することは重要です。

運用・測定の注意3.

＊



は
じ
め
に

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
基
礎
知
識

運
用
・
測
定
の
注
意

FA
Q

（
よ
く
あ
る
質
問
と
回
答
）

参
考
文
献

P.11

●判定

• 発熱者と判定する温度閾値(カットオフ値)は、サーモグラフィ装置が自動的に行う場合とサーモグラフィ装置を使う
人が設定する場合があります。

• いずれの場合でも、運用場所で数人の人を対象とし、サーモグラフィ装置による体表温度と体温計による体温を測定
し、温度閾値を確認し補正することを推奨します。判定に適した温度閾値はいつも同じとは限らず、運用場所の状況や

測定する対象者の状態に合わせて設定する方が望ましいと考えられます。 

• サーモグラフィ装置が自動的に判定を行う場合は、どのような方法で体表温度を体温に換算し、発熱を判定している
かを確認することが、正しい運用を行うために必要です。

運用・測定の注意3.

発熱者と判定する体表温度の
しきいち

閾値は、体温計の測定値を参考に運用場所で検証してください。
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●サーモグラフィの選び方

• サーモグラフィの装置選択はスクリーニングの正確性に影響します。装置によってできることと、できないことがあ
り、不適切な使い方をすると、かえって感染が広がることもありえます。運用場所と目的を考慮して選択することが

大切です。

• 例えば、多くの人が通過する場所で行う場合、立ち止まって測定するサーモグラフィ検査は「密」の状態を作るリスク
があります。

• 適切な性能の装置を適切に用いないと、発熱していない人を発熱者と誤って判定する場合があり、体温計で確認する
手間を除くために安易に判定閾値を上げると、逆に発熱者を見逃す現象が起こります。

• ここで強調したいのは、高性能のサーモグラフィ装置だけが良いというわけではなく、使う場所と目的によって装置を
使い分けることの大切さです。例えば、家庭内では一般家庭用の皮膚赤外線体温計（放射温度計）も有効なツールに

なりえます。家庭内は外気温の影響が少なく環境が大きく変化しないことが多く、また対象者も限定されるため、デー

タの継続管理によって体表温度の変化を早期に検出できます。完全に非侵襲・非接触で測定できる長所から、重症化し

やすく体調の異常を訴えられない乳幼児や高齢者の健康管理にサーモグラフィは便利な手法です。一方で、病院など

の基礎疾患のある対象者が多い場所や、重症化しやすい対象者が多い場合などは、より高い正診率を目指すために

サーモグラフィ装置の性能は重要な選択肢です。

サーモグラフィの装置選択はスクリーニングの正確性に影響します。
　̶運用場所と目的によってサーモグラフィ装置を選択することが大切です̶

運用・測定の注意3.
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●スクリーニングの注意点 

• 検査には感度と特異度の概念があります。感度は病気の人を正しく陽性と判定できる割合、特異度は健康な人を正し
く陰性と判定できる割合です。これを左右するのが判定閾値（カットオフ値）です。例えば、判定閾値を変えて感度を上

げると、微細な変化を捉えることができますが特異度が下がり、偽陽性も増えてしまいます。残念ながら、感度

100％・特異度100％という検査はありません。そこで病気の診断では、まず感度の高い検査で疑い例を捉え、次に

特異度の高い検査で偽陽性を排除することを行います。

• 発熱者の検出では、サーモグラフィ検査はスクリーニングとして用いられています。良いスクリーニングのためには、
できるだけ多くの発熱者を見逃さずに検出できること、つまり「感度が高い」ことが必要です。一方で感度を高くする

と、健康な人を発熱者と判定してしまうこと（偽陽性）があります。このためサーモグラフィ検査によるスクリーニング

では、サーモグラフィ装置で陽性になった体表温度の高い「発熱疑い」の方について、次に体温計で腋下温度を計測し

て発熱者かどうかを確認することが必要になります。

• 現在の運用ではここを誤解され、サーモグラフィ検査に感度100％・特異度100％を求めているケースがしばしば見
受けられます。

感度・特異度・判定閾値(カットオフ値)

運用・測定の注意3.
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●スクリーニングの注意点

• 発熱者の検出のために感度を100％に近づけた判定閾値では特異度は下がりますが、その場合でも特異度をできる
だけ上げる（つまり偽陽性を減らす）やり方があり、それが正しい装置の選択と運用です。スクリーニングが上手くいか

ないのはサーモグラフィ検査自体が悪いのではなく、装置や使い方に問題があるのかもしれません。

• 例えば、陽性者のアラームが頻繁に鳴り続ける場合、装置の設置場所が不適切であることが原因かもしれませんの
で、すぐに判定閾値の設定を変更せず必ず原因を確認し、理解した上で解決してください。判定閾値を不用意に下げ

ると感度が低下し、発熱者を誤って陰性と判定する（偽陰性）可能性が高くなってしまうことにつながります。逆に、陽

性者がほとんど検出されない場合にも注意が必要です。本当に陽性者がいないのか、単にアラームが鳴りにくい温度

設定になってはいないのかを運用場所で確認してください。

感度・特異度を向上させるために

運用・測定の注意3.
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4. FAQ（よくある質問と回答）

赤外線を検知して非接触で温度を計測する原理は同じですが、測定できる範囲が違います。
－非接触型放射温度計(点計測)、サーモグラフィ(面計測)－

サーモグラフィは、複数のセンサで離れた位置から広い範囲（例：顔全体）の温度を測定できるのに対して、非接触型放
射温度計は、一つのセンサで赤外線を検出するため、近接して測定したいポイント（例：顔の一点）に照準を合わせる必
要があります。

Q2. サーモグラフィによる測定値は、体温とは違うのですか？

サーモグラフィで測定できるのは体表温（体の表面温度）で、体温ではありません。

体温を測定（検温）するのは、＊薬機法に基づき認定された体温計に限られます。体温と表示されるサーモグラフィには
注意が必要です。（＊薬機法：「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」）

Q3. 飛沫防止のアクリル板を通して測定できますか？

アクリル板を通して温度は測れません。

アクリル板は、通常のガラスや眼鏡と同じように赤外線を透過しませんので、サーモグラフィで測定する場合は、カメラと
測定する人の間にアクリル板がない状態で行ってください。

Q1. 非接触型放射温度計との違いは何ですか？

A

A

A
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4. FAQ（よくある質問と回答）

Q4. カタログに表記されている温度精度はどういう意味ですか？

基準となる赤外線源（黒体炉）との誤差を精度として表示します。(一般的な温度精度：±1～2℃）

ただし、温度精度は、必ずしも統一された条件（例：測定する温度範囲や測定する環境の温度範囲）で記載されているとは
限りませんので、カタログで表記された温度精度の意味は、メーカーまたは販売店に確認する必要があります。

Q5. 不特定多数のスクリーニングにおいて、個人情報の取り扱い等で注意することはありますか？

カメラ画像による顔特徴量機能などを利用する場合において、個人情報の取り扱いに関する配慮すべき
事項が、以下のURLに掲載されていますので、参照願います。

経済産業省ホームページより
「民間事業者によるカメラ画像を利活用した公共目的の取組における配慮事項～感染症対策のユースケースの検討につ
いて～」
　https://www.meti.go.jp/press/2020/03/20210319007/20210319007.html

Q6. 複数の人を同時に測定する場合、カメラからの距離の差（近い/遠い）に影響はありますか？

カメラから近い人と遠い人では、測定温度に差が生じる可能性があります。密にならないように、メーカー
の推奨距離と人数の範囲で測定することが必要です。

A

A

A
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4. FAQ（よくある質問と回答）

装置の異常が疑われる場合は、取扱い説明書やメーカー、購入元に確認いただき原因を調べる必要があります。
また、それ以外にも、設置環境や測定している部位および太陽光の問題等が考えられますので注意して下さい。A

Q7. 装置が異常な体表温を表示します。考えられる原因は何ですか？

導入においては、スクリーニングの概要を理解いただくと共に、運用環境などの検討が必要になります。
本運用ガイドの情報が参考になれば幸いです。A

Q8. どのようなことを注意して導入すればよろしいですか？
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　本運用ガイドでは第1報として、皆様に発熱者スクリーニングサーモグラフィを運用いただくにあたり
「必要」な情報を提供することを考えました。しかしながら、これで「十分」であるとは言えない面もあり、
編集委員会メンバーは、今後も関係する省庁等とも連携しながら、感染症の発熱者スクリーニングの対
策に有用な赤外線サーモグラフィ技術の発展に向けて、続報の発行につながるように継続して検討を進
めて行く予定です。
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